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1. ，まじゐに

平成10年iこ公示された学習指導要領の内容は，r表現」
「鑑賞jの二領域で構或されている O 詳しくは「表現j

領域は二つの内容が示されており それらを加味したと

して3つの内容によって構成されているとも考えられ

るO 昭和43年版学習詣導要領では，絵，影塑，デザイン，

工作，鑑賓というそれぞれ独立した 5つの領域として設

定されていた。この持期と比較するならば「表現jの二

つの内容を別々のものとしてとらえたとしても，r鑑賞j
が，小学校の国画工作科の中で位霞づけが重要になって

いることが想f象できるであろう O

しかし，実際の菌画工作科の持関における「鑑賞j扱

いは，このような大きな二つの柱として，表現と同様の

重みをもった扱いがなされているのであろうか。

この点については大いに疑問をおぼえる教員が多いの

ではないだろうか。表現と鑑賞は表裏一体であるとされ

ておち，国画工作科の多くの時間は f表現jにあてられ

ている O もちろん，そのこと自体を否定しないが，その

ことが原菌で「鑑賞jそのもののとらえ方に大きな問題

が生じているので;まないだろうか。

たとえぜ， r鑑賞Jということが高尚な行為であり，
有名な作家の作品を見て楽しむ特別なことのようなとら

え方が根底にあって，その考え方がそのまま小学校の教

育の現場にもちこまれることへの拒絶感であったり，あ

る種の壁のようなものであった与するものが存在してい

るので;まないだろうか。

また，表現を行っていれぜ鑑実は表裏のものとして自

ずと行われているかのように扱われ，実際には鑑賞を指

導者が十分に理解して実践していなかったりしていると

も考えられる O

このように鑑賞を表現と一体的にとらえているという

場合だけではない。鑑賞を表現と独立して扱うといった

場合，子どもの作品を見ることではなく，著名な作家作

品を見て，その文化史的な背景や，作家自身の表現の意

図，さらに作品の見方を教師が解説するというような盤

賞学習も少なくないであろう O

これら，いずれの場合にも，その方法は異なるにせよ，

鑑賞を面倒で難しいものとして扱っているのではないだ

ろうか。

このような鑑賞の扱われ方がなされる要匿のーっとし

て， r鑑賞jの学習ということに対する教師の考え方が
一面的だ、からではないだろうか。

たとえば，それは f美術作品を見ることjといった漠

然としたものでしかないのかもしれないし， r美術作品
のよさを感じ取る』といった抽象的なことばで括られて

いるのかもしれない。このように，長く教育現場では『鑑

賞』という問題を深く掘り下げて論じられることは非常

に隈られてきていたのであるo

本論では，こうした鑑賞に対する状況の中で，子ども

の本来が持つ好奇心や ものへの接近の仕方というよう

な視点から，鑑賞学習のおり方のとらえ直しを試みるも

である O そしてなにかしら特加で，扱いづらく， 00慢な

ものとして棚上げされ続けてきた「盤賞」についての教

育現場のとらえに対して 身体活動という加の角度から

の接近を試みたい。

2園子どもにとっての見る行為の身体性

(1)視覚と身体感覚

たとえば，子どもたちは，イ耳か新しい興味のあるモノ

に出合ったとき，その対象となるモノに大して， しばし

ば積極的に近づこうとする行動をとる O そして，それに

ふれてみたり，手にとってみたりして確かめようとする O

また，関心のあるものの様子を一生懸命まねてみたり

しようとすることもあろう O

たとえば，テレぜから格闘技の映像が流れていると
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き，その映像に関心を持って見始め，次第に関心が高ま

り熱中してくると テレどといっメディアを通してみて

いるにもかかわらず腕や首に力が入っているということ

があるだろう O 映{象を見ることを通して，惑需移入が起

こると，それ辻視覚だけではなく，身体感覚までが共鳴

するかのごとく働き始めると言えるのではないだろう

か。

つまり，子どもたちはこのように全身で対象に動きか

けることを通して 対象をより深く理解していくという

ことがあるのではないだろうか口そしてこのことこそ

が，多量賞の一つのあり方として成立しているので辻なだ

ろうか。

実際，人が対象を捉える「みるjことと，身鉢性のか

かわりについては 様々な考え方がすでに示されてい

るO

たとえば，画家が絵を描く際のモチーフとの関係を「精

神が眼を通って外に出かけ，物のあいだを散歩するの

だjといったのはメルロポンテ千で為る O l)彼は， H艮と

精神という関係性において身体の重要なかかわりを述べ

ている O この場合は，臣家の見るというモチーフをとち

える，見るという行為と身棒性について述べたものであ

るo

ただ，子どもが対象を捉えようとする場合に~j:，より

宣接的な鵠きがあるのであろう O

佐々木は，子どもの身体を介した美術作品への重接的

なかかわり方について，イサムノグチの作品「ブラック・

スライド・マントラ」を併にとって次のように述べてい

るO 2) 

子供が，この fスライド・マントラ」を見つけます。

かれらは「観賞」したりはしないでしょう O そのことか

らも観賞が文化的に教育された行為であることが，分か

ります。子供は， Iすッげー!Jと患うかもしれません。
少なくとも，何だろう，という好奇心を覚えることでし

ょう O 近づいてみると なかに入れるようになっていま

す。好奇心のままに上に上がってみると，……あと辻も

う，滑るしかありません。ブラック・スライド・マンダ

ラは，見たところ「滑ち台の形」はしていません。いわ

ば体でそうと発見するのです。

この文章において，佐々木は子どものこうした行為と

「観葉」とを明確に区却して述べている O しかし，この

あとのページにおいて，観賞の態震としての「美的な態

度」という理論が，スライド・マントラに対応できない

ことは明らかであるとしたうえで次のようにまとめてい

るO

いま重要なの辻， 1Jrll々 の現実に，しなやかに応答する

ことです。そして 「美的態度jをその応答の中に組み

込んで理解することです。

このことが，直接的に子どもたちの物との身体を介し

たかかわり方について それが観賞であるとは述べられ

ていない。しかし，観賞を考える上で重要なことである

と述べていることは明らかであろう O

子どもたちは，とてもしなやかに出来事に対応するこ

とができる O それは，子どもたちがしきたりに縛られて

いないからだというのが佐々木の考えである O 確かにそ

うかしれない。しかし，別の見方をするならば，それが

子どもが対象を感じ取る一つの大切なしきたりなのだと

も考えられるであろう G

つまり，じっと離れて身体を介さないで院めて判断す

るというのではなく，対象とかかわり，それらに触れて

みる中で，そのものを自分なりに理解していくというこ

とこそが，子どものしきたりなので、はないだろうか。

村上?専は，さらに広い意味で美術作品について直接的

に身体と芸術作品との関係を述べている O

役は著書の中で身体と芸術の関係について，演技が作

品を理解する上で不可欠な要素であるといい，金闘力士

像の腕の筋肉の緊張が それを見る者の腕の筋肉の緊張

の経験と深い関係性で成立していることを倒にあげてい

るO 3) 

さらに，肖像画は，そこに措かれた人物の表情がそれ

を見る者に模倣させることを通して理解を求めていると

指摘している O

このことは子どもに限ったことではなく，一般に人が

対象を理解しようとする際の所作としての演技，模倣の

重要性を述べているのである O

(2) 鑑賞の言語的アプローチ

冒頭で述べたこともその一つであるが，たとえば名画

と呼ばれる作品を見せて 作者が誰でどのような意図で

制作したものであるのかといったことがらを，指導者が

解説するようなことを鑑賞と呼ぶことがしばしばある O

このような場合，その解説を聞きながら作品を見ること

で，その作品をより深く理解することを期待している O

学校で;えこのよつな取り組みを美術史の学習と関連づ

けて，知識理解のテストによって評価しているというと

ころもあるだろう O

美術館などでは，収蔵作品を音声で解説する機器を貸

し出しているところは多い。来館者は，それを開くこと

で，美衛作品についての概説を知ることができる O

また，単に作品の鑑雲{学校では対象は主として友だ

ちの作品である)という場合，視覚を通して見たことの

なかから，ある一定のイ面積判断と意志決定を行うことだ

とする考え方もあるだろう O このような鑑賞において

は，対象とする作品から一定の距離を保ちながら，その

全体を眺めて，雰囲気を感じ取ったり，作品に近寄って

みて，その描き方に目を向けたりしながら作品の特骸や

作者の意関を読みとることが期待されている C

さらに，鑑賞の時間として，子どもたちが作り上げた
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作品を自由に見て居る時間のみを設定しているような場

合もある。子どもたちは，見て楽しむと言うことの中で，

作品から様々なことがらを読み取ることが期得される c

さらに，美術館における鑑賞学習の指導者としてアメ

リア・アレナスが注昌されるようになって，近年にわか

に鑑賞学習に関心が寄せられているといってもよい状況

なのではないだろうか。

アメリアの鑑賞学習への接近は，子どもたちに，美術

を教えるというよりも美街を解釈する手だてを教えると

いうとらえ方ができ，学び方を学ぶというアプローチで

あるとも言える O ただ，それらはとかく言語的であり，

言語化された事柄のみに関心が寄せられがちである O

(3) 模倣と身体惑覚

さて，模散すること辻，先にも述べた通与，子どもた

ちが対象を理解する常套手段とも考えられる手続きであ

るO

佐々木が述べている 子どもの作品へのかかわ与方

と，村上の述べている演技や摸散と官省との関孫とに共

通しているの辻，対象を理解することと身体的な行動と

の協犠であろう O

子ども向けのアニメーション制作会社として有名な

ディズニーの制作スタッフのデスクには必ず手鏡が置か

れているということが以前テレビ番組で紹介されてい

た。耕作スタッフがアニメーションの表清を措こうとす

る際に，その手鏡に自らの表需を写して確かめながら描

くために必要不可欠な道具だというのである O

このこと単に表情を視覚的に理解するということだ

けではなし心'情と身体感覚とその上で表されてくる表

情とを一体的にとらえるための手段なのではないだろう

か。

実際，鏡がなくとも，我々は表i曹を措こうとする際に，

自身の表情自主きをまねてみるということをしばしば行っ

ているであろう。

このディズニーの鍵は，描くという行為と模散との関

係性を示すものであるが，その罰において理解するとい

うことがかかわっている O つまり 単に対象を理解しよ

うとする場合においても，同様に模散という行為が仔わ

れているのだということは，村上の述べていること類似

する事関である O

これまで述べてきたように，人が対象を理解しようと

する時には対象に働きかけるという行為が伴っておち，

美術作品の鑑賞においても司様に身体性を伴った働きか

けがあるということである O そして，なによりも，子ど

もはそうした身鉢性を生かすことで 対象をより深く理

角卒できるのではないかということになる O

3.身体感覚を生かした鑑賞活動の実擦

では，これまで述べてきたような，身体性を生かした

鑑実はどのように実践イとすればよいのであろうか。そし

て，そのような取り組みは有効なものとなりうるのであ

ろうかc

この点については，今回大塚田際美術館で、行ったN*
CAP4)ワークショップ打譲じるJ~名画の主人公に
君がチャレンジ~j をもとにネ食言すしたい。

(1) ワークショップのねらい

ワークショップのねらいは 次の二つである O

-子どもたちが絵画のイメージを模倣することで，実

感を持って作品の世界を受容する

-絵の中の人物{もの)を演じることで，作品を「そ

うぞう(想像・創造)Jする

(2) ワークショップの概要

-日時:平成16年8月228 10: OO~ 16: 00 

.参加対象児童:小学 3 年生~6 年生

-参加入数:30名

-活動の流れ

10 : 00 受付

10 : 35 導入

① コーデイネーター挨拶，アドバイザーの紹介

② 諸注意

③ 活動内容の説明

④ 子どもたちの関心にもとづいてグルーピング

⑤ ゲストアドバイザーによる発声 ウォーミングア

ッフ

・あめんぼの歌外郎売り

11 : 08 展開 I

「グループごとにギャラリーで活動J

.自分で選らんだ作品を見に行く

-絵を鑑賞する O 絵画，登場人物を観察し，子どもた

ちに質問する O

(どんな場面か。人物は何をしているのか。男か女

か。伺か話しているのか。人物の気持ち。時代背

景。国はどこか。季節。時間。テーマo etc.) 

-気付いたことをワークブックにメモする

11 : 45 昼食

13 : 15 展開豆

「台詞や動きを創造するj

「グループごとに演じたものを VTRで言己主主J
14 : 50 まとめ

「発表とまとめjアンケート

-各グループの演じた VTRを上映し，その内容を鑑

賞し合う O

-活動を振り返る

16 : 00 解散

(3) ワークショップについての補足説暁

本ワークショップのねらいや，それにもとづく内容，

そして特徴について以下に構足しておきたい。
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e ワークショップの特設
このワークショップの特徴は そのねらいに表され

ているとおち，子どもたちが名画と呼ばれる作品を摸

倣する活動を通して 子ども自身の力で作品を理解す

ることを期待している O 子どもたちが，模散というな

じみの深い行為を通して，絵酉に描かれた世界に入り

こみ，その世界の中を動き司る過程において，子ども

一人一人がその絵画の世界を形成していくことを期待

しているのである O

つまり，絵画に描かれている世界を受動的に理解し

ようとするのではなく 詑動的に勃きかけながち形成

していくといった方が適切な表現となるであろう O

このような行為は 先述の通均子どもたちの日常的

な模散遊びにおいてなされていることであ与，本ワー

クショップでは， r演じるjという模倣活動を通して
穣極的に鑑賞を深めることをめざしているのである G

② ゲストアドバイザー

このワークショップでは 「演じるjということに

かかわって，ゲストアドバイザーとして演劇の専門家

にアドバイスを受ける機会を確保している O

ゲストアドバイザーかちは，演じる上での発声の重

要な役割や，指先一つ一つの動かし方など，まさに摸

散をする上での重要なことがらについて，非常に短時

間で示唆をもらうことができた。

①作品の選定

子どもたちが演じた作品辻 美術舘内に畏示してあ

る作品の中から事前に次の三点を選んで準請しておい

た。

. r受胎告知jエル・グレコ 作

. r巨人族の没落jジ、ユリオ・ロマーノ作

. r最後の晩餐jレオナルド・ダ・ピンチ作
作品の選定に当たっては，子どもたちが作品の世界

に入り込み，模散をしたり内容を想復したち創造した

りしやすいものを選んだ。

また，グループ活動を前提としているので，登場人

物が多いことも朝新基準となっている O

(4) 子どもたちの活動の実擦

導入時に，提示された 3つの持品から演じてみたい作

品を一つ選んで，グループをつくった。若干，関心に舗

りが生じたため，子どもたちを説得して，別のグループ

に移動してもらわなければならない(演じる作品を変更

してもらう)ということがあったが，子どもたちは納得

して変更したようであった。

活動の過程では，グループによっては，作品本来の内

容とは違った物語を創造したグループもあった。しかし

多くの子どもたちが種撞的にかかわち，描かれている内

容について一生懸命検討し，さらに，自分たちでその絵

の世界を創作して演じる活動を楽しんでいるように見え

た。

実際に「演じるJという段階では，倍のグループの語
でライブで演じるというのではなく， VTRに録匿した

ものを全員で見という手だてをとることにした。これ

は，ライブを行った場合，自分が演じることに関心が向

いて他者の演じたものに日が向けられないといったこと

をさけたいと考えたからである O

ワークショップのおわりには，子どもたちにアンケー

トを実施した。そのアンケートの内容は図 5の通りであ

るG

以下にアンケート結果を項巨ごとに集計した。

① 子どもたちの来館百数

アンケートの一つ自の項巨 美術館への来館匝数につ

いては，犯人中13人がl回目，以下， 2屈巨が11人 3

回目が5人 4閤目 l人という結果であった。

美街館は初めて，ないしは 2回目という子どもたちが

大半であったことがわかる O

…n-lJ 1 J U))1)Jケ→ c
容量生務豊富iご3またφ徐 令El"t入れず罪ff~鑓?ずか 〈 〉趨窃

e 今国主主費量しがつえて許すま主T ささす君主審 l~恩?車φt07>穏んで，，:14.

1 すフ;:'"{ 雲 行ヲ:;.，. 3 jJ号ん2監理J 斗ぜんぜん

察し主主ラえ 察し、主翼ナ〉主己 需主む〈主主主主下主主 乗し〈設がー〉た

率 E・んな::.'è" W~襲むか?たゆが{tf iÞ撃す I玄 *l 毒<9 5 コ草ごO~ ヲ li"'ltl.. ll"1;t京ん

高野毛!/)r.;1ま@-r.，吟ヲltl.

級品持一言〈容でぜ毛主f守主主 i番勝手~えご E

ヲーゲ-0 j/守主主主，7ん (q守iご W~ん)H運動-z.~えご E

， 事宅街豊富1ご司F友ご):

' 量量-r製法乙ごE

ー鎗主演む主主ごE

I'!¥量生兵セっく唱え:;:'i:

'I'(;事警を誕生:;;:');

雇 主要心怨1!.:t司Eでをし去三ご官

ストシザチセし去三ご'K

・毒量級官しす設訴をゥ〈ヲえごY

大*'~，.常道よしえ::.'~

轟 &きφiまが f

* まえN*CJえpr;:来すみえ1I￥訴事 Lll告す怠空 調す主主~1 も~をO?1ii!lんっきねさ

1 iJ.祭t;γ

芋え~1 

zて吾芋たI訟
事え11

3il鳥ん套唱J

事た<~1I

4'え〈祭Ll

傘傘ありま者1正ね1ホ#

冨5 rアンケート用紙J

② 活動が楽しかったか

活動の楽しさを問う二つ自の項目に対しては24人が

「とても楽しかったj 残り 6名が「楽しかった」と

いう解答であった。
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③ 楽しかった内容

表 「楽しかった内容の選択結果j

楽しかった内容 O O 合計

絵をi賓じたこと 12 10 22 I 

みんなと食事をしたこと 15 2 17 

初めてのともだちと活動できたこと 16 l 17 

衣装を着たこと 12 4 16 

1)ーダーのおねえさん(おにいさん)と

活動できたこと
9 5 14 

相談をしてお話をつくったこと 9 5 14 

絵を見たこと 11 3 

美術館にきたこと 9 3 

大きな声を出したこと 8 1 ヲ

そのほか 5 2 7 

小道具をつくったこと 4 。
ストレッチをしたこと 2 。2 

三つ自の項目辻楽しかった内容を五つ選んで答えると

いうものである。最も楽しかったと思った項目はOを，

楽しかったと患った項目に辻Oをつけて解答する C 中に

は五つ以上に印を付けている子どももいたが，今回はす

べて有効な自答として集計している G 集計結果は以下の

通りである O

「絵を演じたことjが最も多く 22入子どもが f楽しか

ったことjとして選択しており なおかっそのうちの10

人は「最も楽しかったことjと解答している。二番目に

多い項呂が「みんなと食事をしたことJr初めての友だ
ちと活動をしたことjがともに17人であったが， r絵を
演じたことjと比較して，最も楽しかったこととして解

答している人数がそれぞれ2入 1入と極端に少なくな

っている G

③ また珂*CAPに来たいか

またN*CAPに来たいかという間に対しては， 19 

人が「かならずきたいjと答えており， rできればき
たいjの8入と合わせると，全体の 9脅の子どもたち

が来たいと答えていることがわかった。

(5) ワークショップを通した考察

アンケートの結果を鵜呑みにすることはできないが，

すべての子どもたちが「絵を演じるjワークショッフ。を

楽しかったと答えており，その中の 7割強の子どもたち

がその理自として「絵を演じることができたjからだと

答えていることが明らかとなった。

もちろん，そのことだけで絵を演じることが子どもた

ちの鑑業の活動として或立すると結論づけることはむず

かしいだろう O しかし，少なくとも参加した子どもたち

は絵を演じるという活動が楽しいと答えていることか

ら，このワークショップが絵画作品への接近を促してい

ることは明らかなことと考えてもよいのではないだろう

か。活動の過程において， r絵の中に何が搭かれている
のかJrどのような状況であるのかJということについ
て，グループごとに熱心に意見を交換していた。このこ

とと合わせて考えるならば，子どもたちが絵の世界を読

み取り，自分なりに解釈し，そしてそこに新たな意味づ

けをおこなっているという姿が垣間見られるので、はない

だろうか。

そして，そのような活動が楽しかったと答えた子ども

にとっては，少なくとも鑑賞活動が楽しいものであった

のではないだろうか。

4.おおりに

本小論では，ここまで鑑賞活動と身体性とのかかわり

について論じてきt::..o

(1) 身体感覚を優かせる模倣ぬ有効性

その身体性を生かした鑑賞活動の実践例として， N* 

CAPのワークショップを取り上げて検討した。ここで

取り上げたワークショップを通して 子どもたちがいか

に鑑賞能力を高めたかということについては，十分に論

じることができなかった。しかし 身棒性にもとづく鑑

賞活動として「絵の世界を演じるjという取り組みに対

じて，子どもたちが非常に積越的な取り組みを示したこ

とや，アンケートで演じることが楽しかったという情意

の高まりが読み取れたことから 身体性を生かした鑑賞

に対して子どもたちから積極的な反応があったことがう

かがえた。

このことは，先に佐々木が述べている子どもたちのし

きたりにとらわれない対象とのかかわりの姿を確認する

ことにもつな治宝るであろう O

このようなことから 模倣することは子どもたちにと

って存効な鑑賞の手だてとして成立する可能性を見いだ

すことができるだろう O

(2) 実践化の可能性

また，今回事例として検討したワークショップの内容

は，活動の規模やその手}II震から考えて，学校現場でも充

分に取り組める内容である O

実際，総合的な学習の時間などでj寅離を行っている学

校も多い。

文学作品等をモチーフに国語の時障を生かしながら台

本を作成して取り組むような演劇においては，大道具や

小道具の製作が図画工作科のかかわりとして位置づけて

いるところもある O

もちろん，このようなかかわり方を全面的に否定する

わけではない。しかし 「密画工作=ものをつくるjと

いう関係性だけではなく， r国酉工作=身体性を持って
かかわること，見ること，考えること，判断すること」

という位置づけで，捉えてみてはどうであろうか。

一枚の絵について子どもたちが相互に意見を交換しな
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がら措かれている世界を想象し，物語を観造して台本を

つくる O そして，実際にその絵の世界を演じることを通

してその作品の世界を子どもたち自身が錨値づけてい

くO このような，i寅劇のとりくみは，学校現場でも充分

にできるはずである O

今後は，ここで取り上げた実践のような事例をより多

く実践し，検証を進めることで，鑑業活動における身体

性のかかわりについてさちに明らかにしていきたいc

主==a 

1 )メ Jレロポンテイ， I践と精神J，みすず書房， 1966 

2)佐々本建一， I美学への招待J，中央公論社， 2004 
※氏は，本書の中で観賞ということばを用いている O

3 )村上博， I身体と芸術J，昭和室， 1998 
4) N*CAP (ヱヌキャップ:Naruto ChildrenユsArt 

Park) :平成16年4月から鳴門教育大学と鳴門市と大

塚国i寄与美衛館の連携による地域文化財教育活用プロジ

ェクトのなかの一つの取り組み。初年度となる平成16

年度は，季節ごとに各 l回のワークショップを行い，

美街に親Lむ活動を通して 美街をより深く理解する
ことを目的，各国ごとに異なるアプローチを試みてい

るG
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